
田
代
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
の
共
存
を
図
り
、
自
然

と
調
和
し
た
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
目
指
し
て
い
る
町
で
す
。

ま
た
、
町
の
発
展
・
成
長
の
た
め
に
、
他
の
市
町
村
同
様

に
合
併
を
繰
り
返
し
町
は
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
来
年
に
は
更
な
る
成
長
を
目
指
し
て
大
館
市
と

合
併
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
大
館
の
皆
さ
ん
に
田
代
町

を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
私
の
リ

ポ
ー
ト
は
、
田
代
町
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

田
代
町
の
歴
史
や
イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
、
施
設
、
見
所

な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
と
写
真
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

縄
文
時
代
の
石
器
群
が
早
口
川
流
域

か
ら
出
土
。
町
内
数
カ
所
か
ら
遺
跡
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
は
、

長
慶
金
山
が
開
発
さ
れ
る
。
安
土
桃
山

時
代
に
は
、
田
代
山
神
社
が
創
建
さ
れ

る
。
江
戸
時
代
よ
り
用
水
路
が
作
ら
れ
、

町
内
各
所
で
開
墾
事
業
が
盛
ん
に
な
る
。

明
治
時
代
に
入
る
と
、
羽
州
街
道
が
廃

止
さ
れ
新
国
道
が
開
通
。
早
口
、
長
坂
、

外
川
原
村
が
合
併
し
て
早
口
村
が
、
山

田
、
岩
瀬
村
が
合
併
し
て
山
瀬
村
が
発

足
す
る
。
ま
た
、
大
館
・
鷹
巣
間
鉄
道

が
開
通
し
早
口
駅
が
営
業
開
始
。
大
正

時
代
に
は
、
下
台
発
電
所
で
発
電
開
始
。

早
口
・
大
渕
岱
間
、
森
林
鉄
道
１４
・
１

�
が
開
通
す
る
。

昭
和
に
入
り
、
３１
年
に
早
口
村
と
山

瀬
村
が
合
併
し
田
代
町
と
な
る
。

３３
年
役
場
庁
舎
完
成
。
田
代
森
林
組

合
発
足
。
３４
年
田
代
町
農
業
共
同
組
合

発
足
。
３６
年
田
代
町
商
工
会
発
足
。
４１

年
町
立
田
代
病
院
落
成
。
４２
年
国
道
７

号
バ
イ
パ
ス
完
成
。
４３
年
田
代
中
学
校

創
立
。
４７
年
大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
完
成
。
５０
年
田
代
岳
が
県
立
自
然

公
園
に
指
定
さ
れ
る
。
人
工
衛
星
ロ

ケ
ッ
ト
用
燃
料
燃
焼
試
験
場
設
置
。
５１

年
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
完
成
。
５４
年
町

�

自自然然のの恵恵みみ豊豊かかなな田田代代町町
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